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他用途米の作付けなどに
よる作期の前倒しや後倒
し、担い手・大規模農家
の水利用など、営農形態
の変化に対応した水利権
の変更のための河川協議
資料を作成します。

1.　営農形態の変化に対応1.　営農形態の変化に対応 【営農実態に沿った河川協議資料】

都市化の進展によって受益面積が減っても必ずしも必要水量が減少するとは限りません。
配水管理用水として、水位維持用水を現地調査から算出し、かんがい用水の必要水量とし
て算定します。

3　都市化の進展と受益面積減少に対応3　都市化の進展と受益面積減少に対応 【水位維持用水の検討】

水路の掃流水や消流雪用水として、地域に必要な冬期用水の水利権を検討します。

4　地域の水利用に即した取水パターンに対応4　地域の水利用に即した取水パターンに対応
【水路維持用水等の冬期水利権の検討】

地区再編に向けた効率的な施設運用を
考慮した用水計画、水利施設計画を検
討します。

2.　地区の再編に対応2.　地区の再編に対応

【地区の統合・再編に伴う
　　　　　　　　用水再編計画】
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